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	タイトル
	私鉄総連永楽観光バス支部対策支援について


※　各地方本部止め、組合事務所にＦＡＸを有する単組・総支部にのみ地方本部よりＦＡＸで指示をお願いします。
私鉄総連永楽観光バス支部対策支援について
　日頃のご健闘に敬意を表します。
さて、私鉄総連加盟の永楽観光バス支部（本部：札幌市）において、10月18日会社から経営不振を理由に10月末でバス事業部の廃止と全員解雇などを通告しました。その後バス事業部は継続する一方で解雇を撤回しないなどの不当な解雇がおこなわれる他に、組織変更に必要な労組との事前協議の労働協約を反故にするなどの不当労働行為が発生しております。（経過について別紙１を参照ください。）
　連合北海道は、11月1日私鉄総連北海道よりの支援要請を受け、11月8日村田仁対策委員長とする「連合北海道私鉄総連永楽観光バス支部対策委員会」を設置し対応していくことが確認され、第一次行動として下記の行動を実施することとなりました。道本部としましても、この要請を受け積極的に取り組みを進めることとしましたので、各単組・総支部の取り組みをお願いします。
記
1． 会社への抗議行動
（１）送り先
■郵送の場合
〒006-0002　　札幌市手稲区西宮の沢2条1丁目6-39

安全永楽交通株式会社　代表取締役　　米子　典良　　殿
■ＦＡＸの場合　０１１－６６４－８８１５
（２）文　例　　　会社は、直ちに組合員の解雇を撤回せよ！　
2． 組合つぶし、不当労働行為は絶対に許さないぞ！
3． 当該労組への激励打電・激励文（郵送・電報でお願いします）
（１）送り先
■〒006-0002　　札幌市手稲区西宮の沢2条1丁目6-39
私鉄総連永楽観光バス支部　執行委員長　　吉原　孝　殿
　（２）文　例　　　組合員全員の解雇撤回を勝ち取るまで、団結して闘い抜こう！
       (書記局に張り出す予定ですので、文書は短くて決行です)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4． 実施期間　　１１月１８日までお願いします。
5． 連帯行動  「連合北海道私鉄総連永楽観光バス支部支援11・19総決起集会」
と　き　　11月19日（金）午後6時より
ところ　　自治労会館3階中ホール
　　　　　　　
５． 問い合わせ  

　　　    不明な点がありましたら、道本部（山木・佐々木）までご連絡願います。
電話　０１１－７４７－３２１１
私鉄総連永楽観光バス支部対策支援取り組み報告
　　地方本部名　　　　　　　　　　　　単組・総支部名　　　　　　　　　　　　
	
	安全永楽交通（抗議打電）
	私鉄総連永楽観光バス（激励電）

	打電行動実施の有無
	
	


· 抗議打電行動を行った先に「○」を記入してください。
